
岩手県遠野市との友好都市共同宣言調印
10周年を迎え、福崎町のもち麦と遠野市
のホップを使い記念ビールができました。

9月定例会……P2
　令和５年度一般会計決算認定など議案14件を同意・可決・認定

委員会報告……P7
　総務文教常任委員会・民生まちづくり常任委員会

一 般 質 問……P9　10人の議員が質問

9月定例会……P2
　令和５年度一般会計決算認定など議案14件を同意・可決・認定

委員会報告……P7
　総務文教常任委員会・民生まちづくり常任委員会

一 般 質 問……P9　10人の議員が質問

令和6年11月7日 

兵庫県福崎町議会 

第172号 

8月26日・カッパ淵でのカッパ釣り（遠野市） 
8月26日・記念式典（遠野市） 

福崎町産のもち麦を遠野市上閉伊酒造へ 

10月12日・遠野市産業まつり（遠野市） 
10月26日・福崎秋まつり（福崎町） 

遠野市から完成したもち麦ビールを福崎町へ 

8月26日・記念式典（遠野市） 
福崎町産のもち麦を遠野市上閉伊酒造へ 8月26日・カッパ淵でのカッパ釣り（遠野市） 

10月26日・福崎秋まつり（福崎町） 
遠野市から完成したもち麦ビールを福崎町へ 10月12日・遠野市産業まつり（遠野市） 
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　９月定例会は９月６日に招集され、27日ま
での22日間の会期で開きました。今定例会で
は報告２件、令和５年度一般会計、各特別会計、
各企業会計決算認定についてなどの議案14件
が提出され、慎重に審議を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・可決・認定しました。
　一般質問は９月25日、26日に行われ、10議
員が町政全般にわたり質問しました。

第515回定例会 令和5年度 一般会計決算を認定 令和5年度 一般会計決算を認定 令和5年度 一般会計決算を認定 令和5年度 一般会計決算を認定 

賛否の分かれた議案等 

※前川議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

１４ 

賛成 反対 

１ １２ 

議 案 名 

賛否 
城
谷
英
之
 

１３ 
竹
本
繁
夫
 

１２ 
小
林
　
博
 

１１ 
松
岡
秀
人
 

１０ 
前
川
裕
量
 

９ 
植
岡
茂
和
 

８ 
宇
　
壽
幸
 

７ 
冨
田
昭
市
 

６ 
牛
尾
雅
一
 

５ 
河
嶋
重
一
郎
 

４ 
　
高
平
記
 

３ 
大
塚
記
美
代
 

２ 
石
川
　
治
 

１ 

○ ○ 

○ ● 

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 水道事業会計決算

１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 下水道事業会計決算

三
輪
一
朝
 

令和5年度 
決算認定 

全員賛成で同意・可決・認定した議案等 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

概　要 議　案　名 概　要 議　案　名 

教育委員会委員の任命について 鎌谷正子氏を任命

一般会計補正予算（第２号） 7010万円増額（総額102億4170万円）

国民健康保険条例の一部を改正 被保険者証に関する規定を削除する改正

介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 1690万円増額（総額18億5110万円）

一般会計歳入歳出決算 歳入総額　91億5384万円
歳出総額　90億2257万円

後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 歳入総額　３億1715万円
歳出総額　３億1076万円

介護保険事業特別会計歳入歳出決算 歳入総額　17億9969万円
歳出総額　17億5733万円

工業用水道事業会計決算 当年度純利益　417万円
当年度未処分利益剰余金　6357万円

人　事 

令和5年度 
決算認定 

令和6年度 
補正予算 

条　例 

健全化判断比率及び資金不足比率の報告
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ
き、令和５年度健全化判断比率及び資金不足比率
について、監査委員の意見をつけて報告

地域包括支援センターが包括的支援事業を実施する
ために必要な基準を定める条例の一部を改正

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準の一部改正に伴う改正

物品購入契約（新型コロナワクチン購入） 株式会社メディセオ姫路支店と単価119,339円で
物品購入契約を締結

第35期もちむぎ食品センター決算報告 第35期（令和５年４月１日から令和６年３月31日
まで）の決算内容を報告

その他 

報　告 

町民生活におけるコミュニケーションツールとし
て手話という言語を発展させることで、全ての町
民が安心かつ安全に暮らすことができる町を目指
す

手話言語条例を制定
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令和5年度 一般会計・特別会計決算状況 

令和5年度 公営企業会計決算状況 

※繰越明許費…年度内に支出が終わらない見込みのあるものについて翌年度に繰り越して使用することができる経費。

項　目 
 

会　計 

一 般 会 計  

国民健康保険  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

計 

 

 
  歳入（Ａ） 

9,153,837,876 

1,900,757,749 

317,147,330 

1,799,688,726 

13,171,431,681

 

 
  歳出（Ｂ） 

9,022,573,082 

1,881,270,559 

310,759,949 

1,757,333,738 

12,971,937,328

 

繰越明許費繰越額 
（Ｃ） 

25,987,000 

0 

0 

0 

25,987,000

 

実質収支 
（Ａ－Ｂ－Ｃ） 

105,277,794 

19,487,190 

6,387,381 

42,354,988 

173,507,353

決 算 額 

（単位：円） 
水道事業 
379,000,522 
371,467,257 
7,533,265 

0 
0 

7,533,265 
122,659,246 
130,192,511

工業用水道事業 
42,694,323 
38,523,018 
4,171,305 

0 
0 

4,171,305 
59,399,680 
63,570,985

下水道事業 
940,811,462 
971,046,285 
△30,234,823 

0 
0 

△30,234,823 
40,760,770 
10,525,947

 
事業収益 
事業費用 
　経常利益 
特別利益 
特別損失 
　当年度純利益 
　前年度繰越利益剰余金 
　当年度未処分利益剰余金 

（単位：円） 

歳 入（前年度比） 

令和5年度 一般会計決算の特徴 

町　税 
　税収は33億4227万3853円で、前年度比2793

万5718円の減収となりました。税目ごとの比較
では、町税の個人所得割は1453万9357円の増、
法人町民税の法人税割は1300万2900円の減、固
定資産税は3156万6674円の減となりました。

その他 
　地方交付税は、普通交付税が15億4790万1000

円で、交付税の財源不足分を補填する臨時財政
対策債は5708万円となりました。その結果、普
通交付税及び臨時財政対策債合わせて7502万円
の収入増となりました。また、特別交付税は１
億3910万4000円が交付されました。

歳 出（主な支出） 

浄化センター修景施設 
多目的トイレ等設置 

2023万円 
直谷第2雨水幹線工事 

1億3400万円 
第１体育館球技室床張替 

3206万円 
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税
務
課
長 

税
務
課
長 

ほ
け
ん
年
金
課
長 

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

農
林
振
興
課
長 

地
域
振
興
課
長 

住
民
生
活
課
長 

住
民
生
活
課
長 

　
住
宅
新
築
貸
付
金
の
償
還
が

長
期
化
し
て
い
る
が
、
抜
本
的

な
対
応
を
行
う
認
識
は
。

　
償
還
が
中
断
し
た
場
合
は
財

産
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

債
権
放
棄
も
視
野
に
入
れ
た
検

討
も
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
法
人
税
収
の
減
額
要
 

因
は
。

　
急
激
な
円
安
の
影
響

で
原
材
料
が
高
騰
し
、

収
益
が
悪
化
し
て
い
る

企
業
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

で
７０
歳
以
上
の
方
に
５
年
ご
と

の
接
種
勧
奨
方
策
を
実
施
し
て

は
。

　
65
歳
の
接
種
後
５
年
経
過
者

に
は
接
種
勧
奨
は
が
き
で
案
内

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
10
年
後
、

15
年
後
の
接
種
勧
奨
の
方
法
を

検
討
し
ま
す
。

   

　
下
水
道
事
業
会
計
出
資
金
に

つ
い
て
、
農
業
集
落
排
水
に
関

し
て
基
準
外
繰
出
の
取
り
決
め

内
容
は
。

　
下
水
道
事
業
損
益
の
収
支
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
、
一
般
会

計
か
ら
の
７
３
０
０
万
円
に
つ

い
て
は
元
金
償
還
金
が
減
価
償

却
費
の
額
を
上
回
る
額
を
下
水

道
事
業
会
計
と
の
覚
書
に
よ
り

繰
入
れ
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
は
統
合
の
方

向
だ
が
繰
出
金
は
何
年
頃
ま
で

続
く
予
定
か
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
集
落

　
　
　
　
　
　
　
排
水
を
公
共

　
　
　
　
　
　
　
下
水
道
に
統

　
　
　
　
　
　
　
合
後
は
農
林

　
　
　
　
　
　
　
水
産
業
費
か

　
　
　
　
　
　
　
ら
の
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
は
な
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
の
分
、
公
共

　
　
　
　
　
　
　
下
水
道
で
は

　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
金
が
継
続
し
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
へ
の
町
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
。

　
大
変
難
し
い
問
題
で
す
。
町

の
耕
作
放
棄
地
等
を
解
消
す
る

た
め
の
支
援
策
と
し
て
は
不
作

付
地
の
補
助
金
、
耕
作
放
棄
地

を
解
消
す
る
補
助
金
が
あ
り
ま

す
。

　
調
整
池
浚
渫
工
事
費
が
２
か

年
事
業
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
西
部
工
業
団
地
の
Ａ
調
整
池

で
西
治
の
農
事
用
た
め
池
を
兼

ね
て
い
ま
す
。
た
め
池
利
用
に

は
泥
の
浚
渫
が
必
要
で
す
が
、

泥
の
処
分
額
が
非
常
に
高
額
に

な
る
た
め
、
泥
を
干
し
て
脱
水

し
た
こ
と
で
２
か
年
事
業
に
な

り
ま
し
た
。

　
姫
路
市
に
支
払
う
中
播
消
防

署
運
営
に
か
か
る
消
防
事
務
委

託
料
の
算
定
基
準
は
。

　
姫
路
市
と
神
崎
郡
３
町
に
よ

る
人
口
按
分
の
ほ
か
、
消
防
署

職
員
数
に
よ
る
按
分
で
は
姫
路

市
消
防
局
の
職
員
数
と
中
播
消

防
署
に
常
駐
し
て
い
る
署
員
の

人
数
の
按
分
な
ど
で
算
出
し
て

い
ま
す
。

　
消
火
栓
は
製
造
年
次
等
に
よ

っ
て
形
、
蓋
、
開
け
方
な
ど
が

異
な
る
が
、
消
火
栓
の
蓋
の
開

け
や
す
い
も
の
へ
の
統
合
の
方

向
性
、
計
画
は
。

　
町
内
の
消
火
栓
は
１
０
０
０

基
以
上
あ
る
う
え
に
集
落
内
に

複
数
種
類
の
消
火
栓
が
あ
る
た

め
、
全
部
統
一
す
る
と
な
る
と

財
政
的
に
も
非
常
に
大
き
な
負

担
と
な
る
こ
と
も
あ
り
統
合
は

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
消
火
栓
の

種
類
と
開
け
方
に
つ
い
て
、
消

防
団
や
自
治
会
を
通
じ
て
住
民

へ
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
不
登
校
指
導
員
の
配
置
は
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
９
月
１１
日
か
ら
９
月
１７
日
ま
で
の
4

日
間
開
催
さ
れ
、
現
地
視
察
も
含
め
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
各

会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
 
委
員
長
　

三
輪
　

一
朝
 

副
委
員
長
 

城
谷
 

英
之
 

し
ゅ
ん
せ
つ
 

高齢者肺炎球菌予防接種勧奨ハガキ 
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令
和
５
年
度
の
配
置
は
福
崎

小
に
１
名
と
田
原
小
と
八
千
種

小
に
兼
務
で
１
名
で
す
。

　
令
和
６
年
度
は
福
崎
小
学
校
、

福
崎
西
中
学
校
、
福
崎
東
中
学

校
の
そ
れ
ぞ
れ
に
１
名
、
計
３

名
で
す
。
田
原
小
学
校
と
八
千

種
小
学
校
と
高
岡
小
学
校
は
兼

務
で
巡
回
形
式
の
体
制
で
す
。

　
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
現
況

は
学
級
担
任
を
含
め
て
家
庭
訪

問
を
中
心
に
健
康
面
も
把
握
し

て
い
ま
す
。
不
登
校
の
児
童
生

徒
の
健
康
診
断
は
養
護
教
諭
が

担
当
し
、
学
校
で
受
け
な
い
児

童
生
徒
に
は
養
護
教
諭
か
ら
も

特
別
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、

健
康
診
断
を
受
け
る
よ
う
促
し

て
い
ま
す
。

　
民
家
の
軒
先
に
１
１
０
番
の

家
の
旗
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
が
、

空
き
家
や
昼
間
留
守
の
家
が
あ

る
の
で
１
１
０
番
の
家
の
設
定

を
再
検
討
し
て
は
。

　
現
況
を
確
認
す
る
な
ど
の
対

応
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
公
債
費
現
在

高
１
０
３
億
円
に
対
す
る
地
方

交
付
税
算
入
は
。

　
交
付
税
算
入
が
63
億
６
４
０

０
万
円
で
61．

８
％
で
す
。

　
町
の
厳
し
い
財
政
構
造
の
状

況
と
改
善
見
込
み
は
。

　
近
年
赤
字
決
算
が
続
い
て
い

ま
す
。
令
和
元
年
度
ま
で
の
収

支
均
衡
か
ら
大
き
く
変
化
し
、

令
和
元
年
度
に
比
べ
歳
出
全
体

は
６
億
４
０
０
０
万
円
ほ
ど
増

加
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
令

和
２
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
が
始
ま
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
人
件
費
が
２
億
３
０

０
０
万
円
増
加
、
く
れ
さ
か
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
令
和
４
年

度
か
ら
ご
み
の
中
継
施
設
と
な

り
姫
路
市
の
処
理
施
設
で
処
理

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ご
み
処

理
費
が
２
億
円
増
加
、
公
債
費

は
駅
周
辺
整
備
事
業
や
学
校
施

設
改
修
事
業
等
の
元
利
償
還
金

の
増
加
に
よ
り
１
億
５
０
０
０

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
で
は
地
方
交
付

税
、
譲
与
税
交
付
金
の
増
加
な

ど
で
３
億
４
０
０
０
万
円
の
増

加
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
と
歳

出
の
差
引
き
で
は
令
和
元
年
度

に
比
べ
て
３
億
円
収
入
が
不
足

し
て
い
ま
す
。
令
和
10
年
稼
働

の
神
崎
郡
ご
み
処
理
施
設
で
は

ご
み
の
中
継
は
し
な
い
も
の
の
、

く
れ
さ
か
の
中
継
施
設
化
以
前

の
ご
み
処
理
コ
ス
ト
と
比
較
す

る
と
、
大
幅
に
上
昇
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
公
債
費
の
ピ
ー
ク
は
。

　
中
播
消
防
署
の
建
て
替
え
、

神
崎
郡
ご
み
処
理
施
設
建
設
な

ど
に
よ
り
令
和
10
年
度
で
起
債

残
高
は
１
２
０
億
円
程
度
と
な

り
、
大
き
な
事
業
が
な
い
と
仮

定
す
る
と
若
干
下
が
る
見
込
み

で
す
。
し
か
し
、
今
後
の
道
路

整
備
、
学
校
施
設
整
備
な
ど
の

投
資
的
経
費
を
考
え
て
い
く
と
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
長
く
続
い

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ふ
く
ろ
う
の
会
の
参
加
者
数

を
１
０
０
０
人
と
高
め
の
目
標

値
設
定
を
し
た
理
由
は
。

　
福
崎
町
で
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
５
０
０
０
人
以
上
で
す

の
で
、
介
護
予
防
活
動
に
参
加

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
味
も

込
め
て
高
目
の
目
標
値
に
し
て

い
ま
す
。

　
水
道
料
金
の
値
上
げ
見
通
し

は
。

　
今
後
も
給
水
人
口
が
減
っ
て

収
益
が
減
少
す
る
見
通
し
の
中
、

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
間
見

直
し
で
は
損
益
計
算
書
の
赤
字

発
生
が
３
年
早
ま
り
令
和
６
年

度
決
算
か
ら
と
な
る
見
込
み
で

す
。
赤
字
に
な
っ
て
も
す
ぐ
値

上
げ
で
は
な
く
、
保
有
し
て
い

る
留
保
資
金
を
活
用
し
な
が
ら

料
金
改
定
は
で
き
る
だ
け
遅
ら

せ
る
方
向
で
す
。

　
水
道
の
水
質
管
理
と
検
査
の

回
数
、
箇
所
数
、
結
果
状
況
は
。

　
原
水
は
福
田
、
井
ノ
口
の
両

水
源
地
で
年
１
回
、
39
項
目
を

検
査
し
て
い
ま
す
。
浄
水
は
町

内
４
か
所
の
給
水
の
末
端
で
毎

月
９
項
目
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
、
年
に
１
回
51
項
目
の
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
結
果
は
問
題
な
く
、
基
準
値

以
下
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
工
業
用
水
道
の
第
１
水
源
地

は
事
実
上
休
止
状
態
だ
が
、
今

後
の
在
り
方
は
。
 

　
第
１
水
源
地
は
西
谷
川
か
ら

の
水
利
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
何
か
あ
っ
た
と
き
の
た

め
に
残
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
長 

福
祉
課
長 

社
会
教
育
課
長 

学
校
教
育
課
長 

企
画
財
政
課
長 

企
画
財
政
課
長 

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

上
下
水
道
課
長 

110番の家 
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9月定例会 

　一般会計補正予算（第２号）は歳入歳出それぞれ7010万円を追加し、補正後の予算総額を102
億4170万円としました。

令和6年度 一般会計補正予算（第2号） 

手話言語条例制定 

教
育
委
員
会
委
員
の
 

 
　
　
　
任
命
に
同
意
 

住 

所
 

福
崎
町
大
貫
 

任 

期
 

令
和
６
年
１０
月
１
日
か
ら
４
年
間
 

鎌谷正子氏
たにかま まさ こ

豆 知 識 

教
育
委
員
会
委
員
と
は
 

　
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し

ま
す
。
非
常
勤
で
、
任
期
は
４
年
間
で

す
。
月
１
回
〜
２
回
の
定
例
会
議
な
ど

で
教
育
行
政
の
重
要
事
項
や
基
本
方
針

を
合
議
制
で
決
定
し
ま
す
。

　町民生活におけるコミュニケーションツールとして手話という言語を発展させることで、全ての町民
が安心かつ安全に暮らすことができる町を目指します。

手話とは：手話言語は、音声言語とは異なり、
　　　　　手指や体の動き、表情を使って、
　　　　　視覚的に表現する言語です。

基本方針：❶手話によるコミュニケーションサポート
　　　　　　ろう者の生活やニーズを踏まえながら、手話通訳者派遣などの意思疎通支援体制の整備、
　　　　　　手話通訳者の配置等により、ろう者のコミュニケーションをサポートし、社会参画しやす
　　　　　　い環境整備を推進します。

　　　　　❷手話通訳者の確保及び養成
　　　　　　手話通訳者、手話学習指導者の養成に努め、手話言語を学びたい方が学び、必要な技術を
　　　　　　習得できる環境の整備を推進します。

　　　　　❸手話を通じた交流促進 
　　　　　　手話の理解を進め、広めるために、横軸をつなぐ特性のある芸術文化等を通じて、教育や
　　　　　　地域産業、様々な住民の社会参画を進め互助や共助のための人材育成を図ります。そして、
　　　　　　手話文化の形成を目指します。

第３５期（株）もちむぎ食品センター決算状況 
（令和5年4月1日～令和6年3月31日） 

項　　目 金　額（円） 
①売上高

②売上原価

③売上総利益（①-②）

④販売費および一般管理費

⑤営業利益（③-④）

⑥営業外収益

⑦経常利益（⑤+⑥）

⑧税引前当期純利益

⑨法人税等

⑩当期純利益（⑧-⑨）

136,717,118

89,369,578

47,347,540

50,323,167

△ 2,975,627

5,106,082

2,130,455

2,130,455

185,141

1,945,314

基本理念：～言語権の保障～
　　　　　　手話で日常生活が送れる
　　　　　～言語性の保障～
　　　　　　手話は言語だと広く社会に浸透する

農事組合法人西治営農組合 
ドローン購入 

114万円 

農業法人活性化支援事業 

主な補正内容 

多様な観光コンテンツを造 
成し、継続的な来訪を促進 
する 

800万円 

地域観光新発見事業 

資機材購入、旅費等 

1000万円 

第30回全国消防操法 
大会出場に係る経費 

自治体情報システム標準化 
事業 
制度改正等における自治体ごと 
の個別対応による負担が大きい 
基幹系システムを標準化する 

　　　　　1440万円 

新型コロナワクチン予防接 
種の薬品代の価格見直しに 
よる予防接種ワクチン等薬 
品代及び予防接種委託料 
　　　　　2200万円 

田原小学校アスレチックの 
一部取壊し及び改修 
　　　　　　140万円 



総務文教常任委員会 

7 ふくさき議会だより　第172号 

委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　河 嶋 重一郎 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  
委　　員　三 輪 一 朝  

総務文教常任委員会 遠野市行政視察 

入札結果 

第6次行政改革大綱・実施計画見直し 第6次行政改革大綱・実施計画見直し 第6次行政改革大綱・実施計画見直し 
　財政調整基金を２年連続取り崩すという厳し
い財政状況の中、将来にわたりサービス水準を
維持し続けるため、令和７年度に推進期間が終
了する「福崎町第６次行政改革大綱及び実施計
画」の見直しを令和６年度から令和７年度にか
けて実施します。
　この見直しにあわせ、現在行っている事務・
事業の検証も行います。課長以上で組織する福
崎町行政改革推進本部を立ち上げ、副課長以下

で組織する行政改革調査検討委員会を設置し、
検証・見直しを行っていきます。

　８月25日・26日に岩手県遠野市において行政視察をおこないま
した。写真はこども本の森です。絵本「かっぱのガタロウとガジ
ロウ」はたくさんの方に利用し
ていただき、傷んでいたため、
後日「かっぱのガタロウとガジ
ロウ」と「ガジロウさん物語」
を寄贈しました。

令和6年度人事院勧告初任給大幅引き上げ 
　８月に今年度の給与勧告があり、初任給を大幅に引上げ、若年層に特に重点を置きつつ、全て
の職員を対象に全俸給表を引上げ改定します。ボーナスは民間の支給状況を踏まえ、期末手当及
び勤勉手当ともに0.05月分引上げられます。

県民センターとの意見交換会について報告 

　令和５年４月１日に施行された新個人情報保護
法の対応を進めており、情報セキュリティと安全
管理措置に関する実施計画及び自己点検チェック
リストの作成、評価、内部監査と研修を行う「点
検監査支援業務」を委託します。指名競争入札を
７月２日に実施した結果、一般社団法人日本管理
者支援機構が84万6175円で落札しました。

　
　
予
定
価
格
の
算
出
方
法
は
。
落
札
価
格
と
あ

ま
り
に
も
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
は
。

　
こ
の
業
務
は
他
の
自
治
体
で
も
今
年
度
に
同
時

進
行
の
た
め
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
を
と
り
、
必
要
な
業
務
量
と
単
価
等
を

踏
ま
え
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
落
札
業
者
と
打
合

せ
を
し
ま
し
た
が
、
安
く
て
い
い
仕
事
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
感
触
を
得
て
い
ま
す
。

　
工
事
は
歩
掛
・
数
量
・
単
価
が
あ
る
の
で
き
っ

ち
り
と
積
算
が
で
き
ま
す
が
業
務
委
託
な
ど
は
基

本
は
人
件
費
に
な
っ
て
き
ま
す
。
直
接
経
費
に
諸

経
費
が
の
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
こ
を
い
く
ら
で
業

者
が
受
け
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
半
分

ぐ
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
 

総
務
課
長 

副
町
長 

財政調整基金 とは 　　　　　　　　　　　　自治体における年度間の財源の不均衡
を調整するための積立金です。財源に余裕のある年度に積み立て、
大規模災害の発生や大幅な税収減などがある年度に取り崩します。

豆 知 識 

　中播磨県民センターの幹部職員を迎え、福崎町からは尾　町長をはじめ町幹部職員が出席し、
下記の３点について提案、依頼及び意見交換等を行ったと報告がありました。

　❶河川の堆積土砂等の撤去　❷県道西田原姫路線の道路拡幅　❸福崎駅へのアクセス強化

　また、福崎町の観光施策について説明するとともに神崎郡ごみ処理施設建設について、くれさ
かクリーンセンターや中播北部クリーンセンターの経緯状況、建設費高騰等による事業費増大の
状況を説明し、財政的な支援等をいただきたい旨を伝えました。
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民生まちづくり常任委員会 

　高額な医療費を支払った際に払い戻しを受けることができる国民健康保険の「高額療養費制度」
について、報告がありました。これまでは高額療養費が発生した診療月ごとに申請手続をする必
要がありましたが、令和６年８月以降は「手続の簡素化」を申請することで、翌月以降から高額
療養費が自動で振り込まれるようになります。

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

国民健康保険高額療養費申請の簡素化 国民健康保険高額療養費申請の簡素化 国民健康保険高額療養費申請の簡素化 

変更後（令和6年8月から） 変更前（令和6年7月まで） 

❶高額療養費が発生する（該当月ごと）

❷役場から通知が届く（該当月ごと）

❸役場で高額療養費の申請手続をする（該当月ごと） ❸役場で高額療養費の申請手続をする際に、簡素化の
　手続きをする（一度だけ）

❹次回から、高額療養費の申請なしで口座へ自動で振
　り込まれる（振込通知が届く）

❹口座へ振込

遠野市行政視察 

神崎郡ごみ処理施設建設事業進捗状況 

神崎郡ごみ処理施設建設用地造成工事のようす（６月撮影）

　ごみ処理施設の用地造成工事について、契約金額を増額したと報告がありました。変更後の契
約金額は約11億6600万円となっています。増
額の要因は、労務単価の変更によるものです。
　除根作業及び敷地造成工事、擁壁工事を終
え、10月から残土の運搬を開始しています。
　また、建設工事については、エスエヌ環境
・ノバック・進路工業特定建設工事共同企業
体との本契約を締結したと報告がありました。
　工期予定は、契約締結日である令和６年６
月27日から令和10年３月31日となっていま
す。

よう へき

　８月25日・26日に岩手県遠野市において行政視察をおこないました。写真はホップ畑（右）と、
福崎町のもち麦と遠野市のホップを使った友好都市共同宣言10周年記念ビールの開発に取り組ん
でくださる上閉伊酒造（左）です。

かみ　へ　い



「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。 
一般質問の詳細な様子はＱＲコードを読み取ってご覧ください。 

一般質問 
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通 告 の 内 容 

①青少年野外活動センターについて
②消防団あり方検討委員会について
③都市計画道路について
④前回質問について

植 岡 茂 和  
１０ページ 

うえ おか しげ かず 

①子どもの育成に、力を入れるなら不
　登校の子どもへの支援はどのように
　するのか
②夢前との交流にコミュニティバスを
　導入してはどうか
③役場の男性の育児休業の取得は進展
　しているのか

大塚記美代 
１１ページ 

おお つか き み よ 

①防災備蓄品について
②福崎駅のエレベーターについて

石 川 　 治  
１２ページ 

いし かわ おさむ 

①９月の長寿祝い金について
②付加価値の高い農業の育成について
③中学校、小学校の体育館のエアコン
　完備について

　 高 平 記  
１３ページ 

よし たか ひら き 

①地域計画について
②介護保険制度について
③水質調査について

竹 本 繁 夫  
１４ページ 

たけ もと しげ お 

①地域計画にかかる農地の新たな担い
　手の受け入れ、担い手育成の推進に
　ついて
②元農地に設置された太陽光発電施設
　にかかる問題発生と求められる方策
　について

三 輪 一 朝  
１５ページ 

み わ かず とも 

①消防行政について
②世界かんがい施設遺産について
③ふるさと納税について

城 谷 英 之  
１６ページ 

しろ たに ひで ゆき 

①学校教育における熱中症対策につい
　て
②役場庁舎の整備について
③工業団地の拡張について
④文珠荘の管理運営について

牛 尾 雅 一  
１８ページ 

うし お まさ かず 

①上下水道について
②教育課題について
③農業問題について
④安全な町づくり
⑤信頼と住民参加

小 林 　 博  
１９ページ 

こ ばやし ひろし 

①福崎町第６次総合計画う さき かず ゆき 

宇 　 壽 幸  
１７ページ 
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暑
い
時
期
に
山
小
屋

に
行
か
れ
た
こ
と
は
あ
る

か
。
 

　
は
い
。
宿
泊
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
室
内
の
状
況
は

確
認
し
ま
し
た
。

 
 
危
険
な
暑
さ
だ
と
私

は
感
じ
た
が
、
課
長
は
そ

う
感
じ
な
か
っ
た
か
。
 

　
非
常
に
暑
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
青
少
年
野
外
セ

ン
タ
ー
の
山
小
屋
は
、
自

然
の
中
で
野
外
活
動
を
通

じ
て
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
整
備
さ
れ
た
施
設
で
、

空
調
設
備
は
整
っ
て
い
ま

せ
ん
。
空
調
設
備
の
必
要

性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

 
 
教
育
長
は
暑
い
時
期

に
山
小
屋
に
行
か
れ
た
こ

と
は
あ
る
か
。
 

　
８
月
中
頃
、
暑
い
日
の

昼
過
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。

来
年
ま
で
に
は
何
ら
か
の

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
山
小
屋
に
空
調
設
備

を
設
置
す
る
に
は
ど
れ
ぐ

ら
い
の
予
算
が
か
か
る
か

検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
 

　
空
調
設
備
設
置
に
い
く

ら
か
か
る
か
、
概
算
で
金

額
を
出
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
。
そ
の
当
時
は
約
６

０
０
万
円
程
度
か
か
る
と

で
て
い
ま
す
。

　
 
過
去
の
概
算
で
は
な

く
改
め
て
ど
れ
く
ら
い
か

か
る
か
、
も
う
一
度
検
討

し
て
ほ
し
い
。
 

　
台
数
な
ど
を
精
査
し
て
、

設
計
、
積
算
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

   　
 
現
在
の
進
捗
状
況
は
 

　
契
約
の
進
捗
は
、
福
崎

駅
田
原
線
の
契
約
予
定
者

数
は
24
名
で
現
在
契
約
い

た
だ
い
た
方
は
23
名
、
率

に
し
て
96
%
で
す
。

　
 
予
定
地
の
契
約
が
９６

％
と
い
う
こ
と
だ
が
、
工

事
予
定
は
。
 

　
工
事
の
着
手
に
つ
い
て

は
令
和
７
年
の
秋
頃
に
、

一
部
区
間
で
す
が
工
事
発

注
、
ま
た
工
事
の
着
手
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
 
都
市
計
画
道
路
で
あ

る
の
で
町
全
体
の
活
性
化

を
考
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
予
定
地
周
辺
の
活

性
化
も
強
く
求
め
た
い
。

商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
な
ど

予
定
地
周
辺
の
活
用
方
法

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 

　
計
画
道
路
の
沿
道
は
現

在
第
２
種
中
高
層
住
居
専

用
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
、
小
規
模
店
舗
の
建

築
は
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ホ
テ
ル
な
ど
は
第
２

種
住
居
地
域
に
変
更
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
用
途

変
更
の
時
期
に
つ
い
て
は

県
と
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
意
見
も
取
り
入
れ

な
が
ら
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
 
再
度
、
説
明
会
の
開

催
を
地
元
区
が
求
め
て
い

る
の
で
お
願
い
し
た
い
。
 

　
説
明
会
の
開
催
で
す
が
、

区
長
と
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
11
月
上
旬
に
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

概算ですが、600万円程度かかります 

野外センターの山小屋に空調設備を 
設置するための予算は 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

教
育
長
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

社
会
教
育
課
長
 

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路
 

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て
 

都
市
計
画
道
路
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

植 岡 茂 和 

野外センター山小屋

。
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町
長
は
常
日
頃
か
ら

子
育
て
政
策
に
は
最
も
力

を
入
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
小
学
校
、
中
学

校
の
教
育
環
境
は
冷
暖
房

や
ト
イ
レ
の
改
修
、
ま
た

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ

ッ
フ
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
の
配
置
も
整

え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
施
策

は
学
校
に
通
学
し
て
い
る

子
ど
も
が
前
提
の
施
策
で

は
な
い
か
。
不
登
校
児
童

生
徒
は
今
年
度
５０
人
。
そ

の
中
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

で
生
き
生
き
と
本
来
の
自

分
を
発
揮
し
て
い
る
子
ど

も
が
い
る
。
し
か
し
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
に
は
何
の
補

助
も
な
い
。
経
済
的
事
情

に
よ
っ
て
通
わ
せ
ら
れ
な

い
家
庭
も
あ
る
。
通
い
た

い
の
に
通
え
ず
学
校
に
も

行
け
ず
、
大
人
の
ひ
き
こ

も
り
に
移
行
す
る
事
例
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
子

ど
も
に
は
学
習
を
受
け
る

権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る

は
ず
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

に
通
い
た
い
の
に
経
済
的

理
由
で
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
に
対
し
て
は

ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の

か
。
 

 　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
対

す
る
授
業
料
の
補
助
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

経
済
的
な
支
援
が
必
要
な

場
合
と
い
う
質
問
で
す
が
、

準
要
保
護
制
度
を
活
用
し

て
も
ら
っ
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
は
学
校
教
育
法
で
い
う

学
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
立
の
小
学
校
、
中
学
校

に
進
ん
で
お
ら
れ
る
場
合

と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

の
子
ど
も
た
ち
だ
け
に
援

助
支
援
を
す
る
と
い
う
の

は
公
平
、
平
等
と
い
う
観

点
か
ら
い
ろ
ん
な
課
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
希
望
し
て
私
学
に
通

っ
て
い
る
場
合
と
不
登
校

で
学
校
に
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い
状
況
の
子
ど
も

と
同
列
に
考
え
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
。
学
校
に

行
け
な
い
の
に
学
校
に
来

た
ら
い
ろ
い
ろ
手
厚
く
し

ま
す
よ
と
い
う
対
策
だ
け

で
は
追
い
つ
か
な
い
。
民

間
の
力
を
借
り
て
そ
こ
で

能
力
を
発
揮
し
て
社
会
に

巣
立
っ
て
い
く
事
例
を
多

く
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
町
長

い
か
が
か
。
 

 　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
承
知
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
件
に

つ
き
ま
し
て
は
、
も
っ
と

も
っ
と
い
ろ
ん
な
議
論
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
今
こ
う
し
ま
す
と
は
言

え
ま
せ
ん
の
で
、
教
育
委

員
会
の
中
で
他
市
町
の
例

も
含
め
な
が
ら
よ
く
研
究

・
検
討
し
て
い
た
だ
い
て

方
向
性
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
意
見
を
お
聞
か

せ
願
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル

は
就
学
期
ま
で
か
。
社
会

人
に
な
る
ま
で
継
続
し
て

も
ら
え
な
い
か
。
 

 　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ふ
く

さ
き
っ
こ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
す
。
支
援
の
必

要
な
全
て
の
子
ど
も
さ
ん

を
対
象
と
し
て
お
り
、
義

務
教
育
が
終
了
し
た
後
も

支
援
が
必
要
な
場
合
は
サ

ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
高
校
生
か
ら
30
歳
前

半
の
不
登
校
で
あ
っ
た
り
、

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
相
談

対
応
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
就
労
支
援
が
必
要
な

ケ
ー
ス
に
つ
き
ま
し
て
は

担
当
課
や
専
門
機
関
を
紹

介
し
て
い
る
よ
う
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

問
 

問
 

教
育
長
 

町
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
 

まっくろくろすけ（市川町）1997年にフリースクールとして始
まる。2002年から大人に指示・管理されない「自由」、皆で話
し合う「自治」を柱としたデモクラティックスクールに移行。

大塚記美代 

増え続ける不登校の子どもへの 
支援をどう考えるのか 
のぞみ学級、不登校指導員、別室登校の施設も 
整備しています 



一般質問 

12ふくさき議会だより　第172号 

防災備蓄品について 

　
　
防
災
研
修
に
お
い
て
、

避
難
所
に
お
け
る
一
番
の

問
題
が
ト
イ
レ
だ
と
聞
い

た
。
断
水
に
よ
り
流
せ
な

い
水
洗
ト
イ
レ
で
は
、
一

番
身
近
で
確
実
に
必
要
な

排
泄
の
問
題
が
浮
き
彫
り

に
な
る
よ
う
だ
。
 

　
防
災
グ
ッ
ズ
を
調
べ
て

い
る
と
、
簡
易
式
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
と
ト
イ
レ

用
テ
ン
ト
の
セ
ッ
ト
が
あ

る
の
を
見
つ
け
た
。
こ
の

よ
う
な
備
品
は
、
防
災
倉

庫
に
備
え
は
あ
る
の
か
。
 

  　
現
在
、
町
で
は
災
害
用

ト
イ
レ
を
24
基
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
と
し
て

使
用
で
き
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
は
、
下
水
道
管
に
破
損

が
な
く
、
上
か
ら
水
を
流

せ
て
こ
そ
効
果
を
発
揮
す

る
も
の
で
す
の
で
、
上
下

水
道
の
復
旧
度
合
い
に
応

じ
て
活
用
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
３
月
議
会
で
は
、
冬

場
の
避
難
所
へ
の
備
え
と

し
て
の
空
調
設
備
の
配
備

を
要
求
し
た
が
、
熱
い
夏

場
を
乗
り
切
っ
た
今
、
夏

場
の
避
難
所
の
空
調
を
考

え
る
と
、
汗
を
か
く
の
で
、

災
害
用
シ
ャ
ワ
ー
設
備
が

必
要
と
な
る
。
応
急
措
置

と
し
て
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
も
検
討
さ
れ
る
と
思

う
が
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ

ー
は
電
力
消
費
量
が
多
く
、

小
型
の
非
常
用
発
電
機
で

は
動
か
せ
な
い
。
 

  　
指
定
避
難
所
の
空
調
設

備
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
の
体
育
館
及
び
町
有
の

体
育
館
以
外
は
全
て
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
整
備

さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に
つ

い
て
は
今
後
整
備
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
夏
場
の
対
策
と
し
て
、

シ
ャ
ワ
ー
設
備
の
導
入
は

衛
生
面
か
ら
見
て
も
非
常

に
効
果
の
高
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
に

つ
い
て
は
、
省
エ
ネ
タ
イ

プ
も
あ
る
の
で
、
空
調
整

備
と
並
行
し
な
が
ら
、
備

蓄
ま
た
は
レ
ン
タ
ル
と
い

っ
た
手
法
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
先
日
、
自
治
会
の
避

難
訓
練
で
、
防
災
食
と
し

て
の
ア
ル
フ
ァ
化
米
と
福

崎
町
の
お
い
し
い
水
を
い

た
だ
い
た
。
備
蓄
の
食
料

と
し
て
は
、
ア
ル
フ
ァ
化

米
、
缶
詰
の
お
か
ゆ
、
保

存
水
等
何
食
程
度
を
保
存

し
て
あ
り
、
賞
味
期
限
と

し
て
は
何
年
程
度
の
商
品

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

  　
食
料
品
は
、
ア
ル
フ
ァ

化
米
３
１
６
２
食
、
お
か

ゆ
６
０
０
食
、
缶
入
り
パ

ン
２
４
０
缶
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
１
８
０
食
、
５
０
０
㎖

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
保
存
水
７

３
６
８
本
を
今
現
在
備
蓄

し
て
い
ま
す
。
保
存
年
限

は
、
保
存
水
３
１
６
８
本

が
10
年
で
そ
れ
以
外
の
水
、

食
料
は
全
て
５
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
去
年
の
３
月
に
設
置

さ
れ
た
福
崎
駅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
最
近

年
配
者
か
ら
「
姫
路
駅
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た

け
ど
福
崎
駅
の
階
段
が
大

変
だ
っ
た
と
話
し
た
ら
、

福
崎
駅
に
も
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
あ
る
の
に
 

と
言
わ
れ
た
け
 

ど
、ど
こ
に
あ
っ
 

た
の
で
す
か
」
、
 

と
い
う
話
を
聞
 

い
た
。
 

　
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
 

を
た
ま
に
し
か
 

利
用
さ
れ
な
い
 

方
に
も
、エ
レ
ベ
 

ー
タ
ー
案
内
表
 

示
を
わ
か
り
や
 

す
い
形
に
し
て
 

い
た
だ
く
よ
う
、
 

福
崎
駅
に
町
の
 

要
望
と
し
て
お
願
い
で
き

な
い
か
。
 

  　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

つ
い
て
、
２
０
２
３
年
３

月
号
の
広
報
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
２
基
が
設
置
さ
れ
た

旨
の
記
載
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
で

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
案

内
表
示
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ

の
仕
様
に
基
づ
い
て
必
要

な
措
置
は
行
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

住
民
生
活
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

福
崎
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

福
崎
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
 

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
 

福
崎
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
 

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

石 川 　治  
災害用トイレについては24基の備蓄があります 

階段に隠れて見えないエレベーター（ＪＲ福崎駅）
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３
月
に
質
問
し
た
中

学
校
、
小
学
校
の
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
今

後
の
プ
ロ
セ
ス
は
。
 

　
今
年
度
、
福
崎
町
学
校

施
設
等
長
寿
命
化
計
画
を

見
直
し
、
策
定
検
討
委
員

会
で
検
討
を
い
た
だ
く
予

定
で
す
。
こ
れ
ま
で
事
務

局
レ
ベ
ル
で
様
々
な
手
法

に
つ
い
て
の
検
討
な
ど
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
来
年
度
予
算
を
計
上

し
て
い
け
る
よ
う
進
め
る

予
定
で
す
。

 
 
異
常
な
猛
暑
だ
っ
た

今
年
の
夏
、
暫
定
的
で
あ

れ
、
体
育
館
に
何
ら
か
の

対
策
は
さ
れ
た
の
か
。
 

　
中
学
校
の
体
育
館
に
は
、

今
年
度
、
そ
れ
ぞ
れ
２
台

の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
　
今
年
の
長
寿
祝
い
金

の
対
象
者
は
、
喜
寿
、
米

寿
の
人
数
は
そ
れ
ぞ
れ
何

人
で
金
額
は
。
 

　
喜
寿
77
歳
が
２
９
４
名

で
２
９
４
万
円
。
米
寿
88

歳
が
１
０
４
名
で
２
０
８

万
円
。
合
計
は
３
９
８
名

で
５
０
２
万
円
で
す
。

　
　
今
年
か
ら
現
金
以
外

に
振
込
が
開
始
さ
れ
た
。

振
込
依
頼
者
は
そ
れ
ぞ
れ

何
人
で
、
対
象
者
全
体
の

何
％
ぐ
ら
い
を
占
め
る
か
。

ま
た
目
標
値
は
。
 

　
令
和
６
年
度
で
は
喜
寿

が
87
名
で
30
％
、
米
寿
が

18
名
で
17
％
で
す
。
具
体

的
な
目
標
値
は
あ
り
ま
せ

ん
。
結
果
の
評
価
で
は
、

半
数
ほ
ど
の
振
込
み
を
想

定
し
て
い
ま
し
た
が
や
や

少
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　
　
長
寿
祝
い
金
の
事
前

の
意
向
調
査
で
、
現
金
渡

し
か
、
振
込
希
望
な
ら
振

込
口
座
の
個
人
情
報
の
提

供
を
改
め
て
求
め
た
理
由

は
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
公
金
受
取
口
座
を
指

定
し
て
い
る
人
は
そ
れ
を

用
い
る
か
を
確
認
す
る
だ

け
で
よ
か
っ
た
の
で
は
。
 

　
今
後
、
地
域
の
皆
様
の

意
見
も
反
映
し
て
、
住
民

の
方
や
自
治
会
の
負
担
を

軽
減
で
き
る
よ
う
な
方
法

を
研
究
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 　
　
福
崎
町
の
特
産
物
は
、

も
ち
麦
と
ツ
ノ
ナ
ス
と
さ

れ
て
い
る
。
全
国
の
市
町

村
で
比
較
で
き
る
数
値
で

の
順
位
は
。
 

　
統
計
で
は
も
ち
麦
は
な

い
の
で
、
裸
麦
で
の
順
位

と
な
り
ま
す
。
令
和
５
年

度
福
崎
町
の
裸
麦
の
収
穫

量
の
順
位
は
全
国
で
43
位
。

作
付
面
積
の
順
位
は
全
国

で
40
位
で
す
。
一
方
ツ
ノ

ナ
ス
は
、
そ
の
よ
う
な
調

査
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
役
場
は
補
助
金
事
業

の
作
付
面
積
の
把
握
で
満

足
せ
ず
、
も
っ
と
特
産
物

の
商
売
、
事
業
発
展
の
た

め
に
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン

タ
ー
、
生
産
者
や
販
売
店

を
含
め
た
福
崎
町
全
体
で

の
売
上
高
、
費
用
、
利
益

の
デ
ー
タ
を
把
握
し
て
、

将
来
の
有
り
た
い
姿
を
描

き
、
達
成
す
る
た
め
の
課

題
・
問
題
点
の
克
服
、
戦

略
策
定
や
推
進
面
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
ほ

し
い
が
、
い
か
が
か
。
 

　
全
体
の
売
上
高
や
費
用

を
取
り
ま
と
め
算
出
す
る

こ
と
に
余
り
意
味
を
感
じ

ま
せ
ん
。
ま
た
収
益
を
つ

か
む
立
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
生
産
者
が
い
く
ら
費
用

を
か
け
た
か
、
そ
こ
ま
で

把
握
す
る
必
要
を
私
は
理

解
で
き
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

福
祉
課
長
 

福
祉
課
長
 

福
祉
課
長
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

副
町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

小中学校の体育館への 
エアコン設置の進捗状況は 

付
加
価
値

付
加
価
値
の
高
い
農
業
農
業
 

の
育
成
育
成
に
つ
い
て
　
　
　
　
 

付
加
価
値
の
高
い
農
業
 

の
育
成
に
つ
い
て
　
　
 

9
月
の
長
寿
祝

長
寿
祝
い
金
 

に
つ
い
て
　
　
　
　

　
　
　
　
 

9
月
の
長
寿
祝
い
金
 

に
つ
い
て
　
　
　
　
 西中の体育館

　 高 平 記 
検討委員会を年内に開催し、来年度予算を計上 
できる形で進める予定です 



ng(ナノグラム)とは 
　　１gの10億分の１の重さです。
豆 知 識 
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令
和
６
年
度
中
に
、

地
域
計
画
を
全
町
に
お
い

て
作
成
さ
れ
る
と
思
う
が
、

地
域
計
画
作
成
の
意
義
と

必
要
性
を
尋
ね
る
。
 

 　
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

よ
り
、
農
業
者
の
減
少
や

耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
、

地
域
の
農
地
が
適
切
に
利

用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
ぐ
る
み
で
、
地
域
農
業

の
将
来
の
在
り
方
を
地
域

で
話
し
合
い
、
農
地
の
効

率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用

に
関
す
る
目
標
等
を
定
め

て
い
き
ま
す
。

 
 
農
地
を
適
正
・
効
率

的
に
管
理
し
て
い
く
た
め

に
は
、ほ
場
整
備
事
業（
基

盤
整
備
事
業
）
が
必
要
と

考
え
る
。
山
崎
地
区
、
南

田
原
地
区
の
進
捗
状
況
を

問
う
。
 

 　
山
崎
地
区
の
ほ
場
整
備

事
業
は
令
和
７
年
度
、
８

年
度
で
実
施
設
計
を
、
令

和
９
年
度
か
ら
工
事
着
手

の
予
定
で
す
。
南
田
原
地

区
に
つ
い
て
は
、
ほ
場
整

備
事
業
制
度
の
内
容
、
要

件
、
事
業
効
果
、
事
業
採

択
ま
で
の
勉
強
会
を
行
い

ま
し
た
。

 
 
福
崎
町
全
体
の
農
地

の
集
約
化
は
ど
の
く
ら
い

進
ん
で
い
る
か
。
 

 　
町
の
集
約
化
率
は
、
令

和
６
年
９
月
時
点
で
43
・

５
%
、
約
３
０
４
ha
で
す
。

 
 
福
崎
町
の
介
護
保
険

料
の
月
額
は
県
内
で
は
何

番
目
か
。
 

 　
第
９
期
の
介
護
保
険
料

の
基
準
額
は
、
月
額
６
２

６
０
円
で
県
内
で
は
高
い

方
か
ら
14
番
目
で
す
。

 
 
介
護
保
険
料
を
上
げ

な
い
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
か
。
 

 　
高
齢
者
数
が
増
え
、
認

定
者
数
も
増
え
、
そ
れ
に

伴
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
介
護
職
員
の
人
材
確

保
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
介
護
予
防
の
た
め
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地

域
が
開
催
す
る
予
防
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
定
期
的
に
健
診
等
を
受

け
て
、
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
努

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

 
 
水
道
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
検
査
は
何
項
目
か
。
  　

検
査
項
目
は
51
項
目
で

す
。
う
ち
11
項
目
は
毎
月

の
検
査
で
、
40
項
目
は
年

４
回
の
検
査
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

 
 
発
が
ん
性
な
ど
人
の

健
康
に
影
響
を
与
え
る
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
（
P
F
 

A
S
）
に
つ
い
て
、
検
査

さ
れ
て
い
る
箇
所
と
数
値

を
尋
ね
る
。
 

 　
検
査
の
場
所
は
、
田
口

公
民
館
と
保
健
セ
ン
タ
ー

で
す
。
数
値
は
、
目
標
値

が
50
ng
／
ℓ
に
対
し
て
、

両
箇
所
と
も
５
ng
／
ℓ
未

満
で
す
。

 
 
年
間
の
検
査
回
数
を

増
や
す
考
え
方
は
。
 

 　
市
川
に
お
け
る
検
査
結

果
は
、
神
崎
橋
付
近
で
は
、

目
標
値
の
10
分
の
１
未
満

の
数
値
で
す
。
ま
た
、
県

水
に
つ
い
て
も
船
津
浄
水

場
が
年
４
回
の
検
査
を
行

い
、
い
ず
れ
も
目
標
値
の

10
分
の
１
未
満
の
数
値
で

し
た
の
で
、
現
時
点
で
は
、

年
１
回
の
検
査
で
問
題
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

福
祉
課
長
 

福
祉
課
長
 

問
 

問
 

上
下
水
道
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

地域計画を作成する意義と 
必要性は 

介
護
保
険
制
度
に

介
護
保
険
制
度
に
 

つ
い
て
　
　
　
　

つ
い
て
　
　
　
　
 

介
護
保
険
制
度
に
 

つ
い
て
　
　
　
　
 

水
質
調
査

水
質
調
査
に
つ
い
て
 

水
質
調
査
に
つ
い
て
 

地域ぐるみで取り組み、農地の効率的かつ総合的な 
利用に関する目標等を定めるためです 

安心・安全な水を確保する福田水源地施設

ナ
ノ
グ
ラ
ム

ナ
ノ
グ
ラ
ム
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地
域
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
福
崎
町
は
農
地

地
権
者
に
農
地
に
か
か
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
を
求

め
て
い
る
。
 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で

は
「
自
ら
耕
作
す
る
（
後

継
者
含
む
）
」
及
び
「
自

ら
耕
作
せ
ず
他
者
に
耕
作

さ
せ
た
い
・
売
り
た
い
」

と
し
た
意
思
表
示
は
そ
れ

ぞ
れ
何
％
か
。
 

　
筆
数
の
割
合
と
な
り
ま

す
が
、「
自
ら
耕
作
す
る
」

が
13．
２
％
、
「
貸
し
た

い
・
売
り
た
い
」
が
59
．

３
％
で
し
た
。

 
 
福
崎
町
域
で
預
け
た

い
農
地
の
総
量
に
対
し
て

新
規
就
農
者
や
農
業
法
人

な
ど
の
農
地
引
受
け
能
力

が
大
幅
に
下
回
り
、
預
け

た
い
農
地
は
大
幅
な
供
給

過
剰
と
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

見
解
は
。
 

　
同
じ
想
定
で
す
。

 
 
規
模
拡
大
し
た
い
農

業
者
や
農
業
法
人
が
存
在

し
た
場
合
に
、
買
い
手
市

場
と
な
っ
て
、
良
好
な
農

地
の
み
を
引
き
受
け
る
傾

向
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。
 

　
良
好
な
農
地
の
み
引
き

受
け
る
場
合
も
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

 
 
可
能
性
と
し
て
極
め

て
低
い
が
、
仮
定
と
し
て

地
域
外
の
農
業
法
人
が
福

崎
町
域
で
大
規
模
な
農
地

を
希
望
す
る
場
合
で
は
、

複
数
の
集
落
が
連
接
す
る

エ
リ
ア
が
対
象
と
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
 

　
福
崎
町
は
当
該
法
人
の

参
入
に
つ
い
て
、
積
極
的

な
関
与
を
行
う
か
。
 

　
福
崎
町
は
参
入
し
て
く

る
農
業
法
人
が
行
お
う
と

す
る
農
業
、
農
地
貸
借
の

条
件
な
ど
を
対
象
集
落
や

地
権
者
に
情
報
提
供
す
る

と
と
も
に
、
農
業
法
人
と

集
落
、
地
権
者
間
の
交
渉

な
ど
を
調
整
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
当
該
法
人
が
認
定
農
業

者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か

ど
う
か
、
農
業
経
営
改
善

計
画
審
査
会
に
よ
り
、
農

業
経
営
目
標
、
作
付
面
積
、

売
上
、
保
有
施
設
、
保
有

農
機
等
の
状
況
等
を
審
査

す
る
ほ
か
、
過
年
度
の
当

該
法
人
の
経
営
実
績
も
確

認
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
該
集
落
で
策

定
さ
れ
た
地
域
計
画
の
変

更
に
も
携
わ
り
ま
す
。

 
 
農
業
以
外
の
農
地
利

用
で
は
、
物
流
倉
庫
の
立

地
は
国
道
、
県
道
に
隣
接

す
る
農
地
で
あ
れ
ば
例
外

的
に
可
能
と
さ
れ
る
。
 

　
進
出
事
業
者
の
意
向
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、

福
崎
町
は
農
地
利
用
に
つ

い
て
倉
庫
立
地
な
ど
を
含

む
幅
広
い
選
択
肢
と
す
る

考
え
は
有
し
て
い
る
か
。
 

　
福
崎
町
と
し
て
具
体
的

に
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
農
振
法
の
除
外
な
ど
一

定
の
条
件
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
地
権
者
や
地
域

住
民
が
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
相
談
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

問
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

三 輪 一 朝 

農地地権者が自ら耕作したいと 
する割合は 

筆数の割合で13.2％でした 

地
域
計
画
と
福
崎
町
の
農
業
 

　
福
崎
町
で
は
、
　
川
、
田
尻
、
新
町
、
駅
前
を
除
い
た
29
集
落
で
地
域
計
画
を
策

定
し
つ
つ
あ
る
。

　
地
域
計
画
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
、
今
年
度
内

に
集
落
住
民
自
ら
が
集
落
の
10
年
後
の
農
地
利
用
の
設
計
図
を
計
画
す
る
も
の
。

　
福
崎
町
は
集
落
単
位
の
「
目
標
地
図
を
含
む
地
域
計
画
」
を
と
り
ま
と
め
、
地
域

内
外
か
ら
農
地
の
担
い
手
を
幅
広
く
確
保
し
つ
つ
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
な
ど
農

地
利
用
の
最
適
化
を
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

　
一
方
、
福
崎
町
域
の
農
業
人
口
は
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
担
い
手
の
減
少

が
継
続
し
て
お
り
、
福
崎
町
域
の
農
地
維
持
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
地
域
計
画
を
策
定
し
て
も
課
題
の
解
決
は
容
易
で
な
い
が
、
住
民
間
で
話
し
合
い
、

10
年
後
の
青
写
真
を
描
く
こ
と
は
有
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
10
年
間
に
さ
ら
に

担
い
手
の
減
少
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
計
画
策
定
に
と
も
な
い
生
ず
る
諸

変
化
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
動
き
が
求
め
ら
れ
る
。
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世
界
か
ん
が
い
遺
産

登
録
に
関
す
る
県
、
町
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。
 

 　
県
は
申
請
時
に
助
言
等

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

登
録
後
は
、
現
時
点
で
は

具
体
的
な
取
り
組
み
は
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
町
は
役
場
正
面
玄
関
に

懸
垂
幕
を
掲
示
す
る
と
と

も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
令
和
７

年
３
月
１
日
実
施
の
世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産
登
録

記
念
た
め
池
疎
水
路
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
は
支
援
し
ま
す
。

土
地
改
良
区
か
ら
相
談
が

あ
れ
ば
協
議
の
上
、
協
力

で
き
る
こ
と
は
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

 
 
福
崎
町
が
中
心
と
な

っ
て
整
備
等
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
。
 

 　
県
や
周
辺
市
町
に
声
を

か
け
て
進
め
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

 
 
進
捗
状
況
は
。
 

 　
４
月
に
基
本
設
計
・
実

施
設
計
委
託
の
入
札
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

委
託
業
者
、
中
播
消
防
署
、

姫
路
消
防
局
を
交
え
て
基

本
設
計
の
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
建
物
の
配
置
や

大
き
さ
、
内
部
の
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
を
使
い
勝
手
の

よ
さ
や
財
政
的
な
面
を
考

慮
し
な
が
ら
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

 
 
中
播
消
防
署
の
人
員

が
足
り
て
い
な
い
。
要
求

す
る
べ
き
で
は
。
 

 　
今
現
在
中
播
消
防
署
の

署
員
の
基
準
に
足
り
て
い

な
い
の
は
ご
存
じ
の
と
お

り
で
す
。
適
正
化
の
人
員

の
数
に
配
慮
し
、
職
員
が

常
駐
す
る
事
務
所
や
仮
眠

室
な
ど
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

設
計
し
て
い
ま
す
。

 
 
訓
練
棟
は
設
計
に
入

っ
て
い
る
か
。
 

 　
訓
練
棟
は
今
の
中
播
消

防
署
に
あ
り
、
実
際
登
坂

訓
練
な
ど
に
用
い
て
い
ま

す
。
今
回
の
中
播
消
防
署

建
て
替
え
案
の
中
に
も
同

様
に
訓
練
棟
を
設
計
し
て

い
ま
す
。

 
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
取
り
組
み
状
況
は
。
 

 　
現
在
３
回
会
議
を
開
催

し
、
企
画
・
提
案
や
指
摘

を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討

・
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

事
務
委
託
を
し
て
い
る
仲

介
事
業
者
と
連
携
し
た
形

の
地
域
商
社
が
７
月
か
ら

加
わ
り
、
協
力
事
業
者
へ

の
個
別
訪
問
を
行
っ
て
い

ま
す
。
商
品
の
魅
力
・
Ｐ

Ｒ
な
ど
の
聞
き
取
り
や
新

規
返
礼
品
の
掘
り
起
こ
し
、

新
規
事
業
者
の
開
拓
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
上
の
返
礼
品

紹
介
ペ
ー
ジ
の
刷
新
に
力

を
入
れ
て
動
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
営

業
活
動
や
返
礼
品
の
紹
介

チ
ラ
シ
の
配
布
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
す
た
め
の
寄

附
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
が

財
源
と
な
っ
て
購
入
し
た

こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
マ

ー
ク
の
作
成
な
ど
も
考
え

て
い
ま
す
。
事
務
局
か
ら

は
返
礼
品
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
す
る
取
り
組
み
も
始
め

て
い
ま
す
。

 
 
寄
附
額
の
見
込
み
は
 

 　
取
り
組
み
の
成
果
が
見

え
始
め
て
い
ま
す
。
８
月

ま
で
で
１
４
９
８
件
、
２

６
１
３
万
円
で
す
。
令
和

５
年
度
８
月
ま
で
と
比
較

す
る
と
５
０
３
件
、
７
７

５
万
円
の
増
で
す
。
令
和

４
年
度
８
月
ま
で
と
比
較

す
る
と
９
６
０
件
、
１
２

５
５
万
円
の
増
で
す
。
令

和
５
年
度
は
１
年
間
で
８

８
５
０
万
円
ほ
ど
の
寄
附

額
で
し
た
。
今
年
度
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
の
で
１

億
５
０
０
０
万
円
を
目
標

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

問
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

町
長
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

地
域
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

城 谷 英 之 
県や周辺市町に声をかけて進めていけたらと思い 
ます 

消
防
署
建
て

消
防
署
建
て
替
え
替
え
 

消
防
署
建
て
替
え
 

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
納
税
納
税
 

ふ
る
さ
と
納
税
 

問
 

。
 

令和6年度世界かんがい施設遺産登録 

西光寺野疎水路 
神崎郡市川町を流れる岡部川に取水口を新設し、
14本の幹線水路及び引
水路、ため池５ヶ所の
新増築が約３年の歳月
をかけ行われ、1 9 1 5
（大正４）年に完成した。農林水産省ホームページより

さい こう じ の そ すい ろ 

世界かんがい施設遺産の整備は 
福崎町が中心となって 
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非常に厳しい財政状況だと認識しています 

 
 
行
政
の
役
割
は
基
本

的
に
、
そ
こ
に
住
む
町
民

の
生
活
を
支
え
る
こ
と
だ

と
思
う
が
、
で
き
て
い
る

か
。
令
和
４
年
度
単
年
度

収
支
約
△
２
億
４
５
０
０

万
円
、
令
和
５
年
度
単
年

度
収
支
は
約
△
３
億
２
５

０
０
万
円
、
２
期
連
続
赤

字
で
あ
る
。
考
え
ら
れ
な

い
事
態
で
あ
る
。
 

　
公
債
費
の
増
加
が
財
政

悪
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
元
年

度
の
公
債
費
（
借
入
金
）

償
還
元
金
８
億
８
８
０
０

万
円
が
令
和
５
年
度
は
１

０
億
４
９
０
０
万
円
と
な

り
１
億
６
０
０
０
万
円
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 
代
表
監
査
か
ら
特
別

職
に
対
し
て
報
酬
カ
ッ
ト

の
提
案
は
。
 

　
そ
う
い
う
意
見
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
の

見
通
し
等
に
対
す
る
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

 
 
財
政
不
足
を
補
う
た

め
に
財
政
調
整
基
金
（
預

金
）を
取
崩
し
、償
還（
返

済
）し
、
ま
た
借
入
す
る
、

す
な
わ
ち
自
転
車
操
業
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
状

況
は
い
つ
ま
で
継
続
す
る

の
か
。
 

　
令
和
９
年
度
ま
で
は
毎

年
２
億
円
台
の
財
政
調
整

基
金
を
取
崩
す
厳
し
い
財

政
状
況
と
な
る
見
込
み
で

す
。
令
和
10
年
度
以
降
も

建
設
事
業
費
等
投
資
的
経

費
が
増
加
す
れ
ば
厳
し
い

財
政
状
況
が
さ
ら
に
継
続

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

 
 
こ
れ
か
ら
も
中
播
消

防
署
の
建
て
替
え
、
神
崎

郡
ご
み
処
理
施
設
建
設
事

業
等
に
か
か
る
負
担
金
の

増
加
、
元
利
償
還
金
（
借

入
金
）
の
返
済
に
よ
る
公

債
費
の
高
止
ま
り
な
ど
町

財
政
に
大
き
な
負
荷
の
か

か
る
課
題
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
財
政
運
営
を
行

う
の
か
。
 

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
中

播
消
防
署
建
て
替
え
、
神

崎
郡
ご
み
処
理
施
設
建
設

な
ど
に
よ
り
、
非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
に
な
る
と

予
測
し
て
い
ま
す
が
、
行

政
改
革
を
推
進
し
、
歳
入

歳
出
両
面
か
ら
の
見
直
し

に
よ
り
適
正
な
予
算
編
成

が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

 
 
財
政
「
非
常
事
態
宣

言
」
と
捉
え
た
ら
よ
い
か
。
 

　
非
常
事
態
宣
言
と
ま
で

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

 
 
給
食
費
の
無
償
化
の

評
価
は
。
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
財
源
の
一
部

と
し
て
行
い
ま
し
た
。
物

価
高
騰
対
策
に
寄
与
し
た

も
の
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

 
 
こ
れ
か
ら
も
継
続
さ

れ
る
の
か
。
 

　
今
の
と
こ
ろ
厳
し
い
状

況
と
認
職
し
て
い
ま
す
。

 
 
来
年
開
催
さ
れ
る
「
 

大
阪
・
関
西
万
博
」
に
子

ど
も
た
ち
を
招
待
す
る
兵

庫
県
の
取
り
組
み
に
賛
同

す
る
企
業
と
連
携
し
、
万

博
子
ど
も
招
待
ブ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
の
考

え
を
確
認
し
た
い
。
 

　
４
月
の
教
育
委
員
会
で

協
議
し
、
学
校
行
事
と
し

て
参
加
し
ま
す
。
小
学
校

５
・
６
年
生
の
児
童
、
中

学
校
１
・
２
年
生
の
生
徒

が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

 
 
西
部
工
業
団
地
へ
の

朝
夕
の
混
雑
状
況
が
利
用

者
に
不
便
を
き
た
し
て
い

る
。
解
消
す
る
た
め
の
新

大
橋
道
路
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
早
急
な
解
消

を
求
め
る
。
 

　
都
市
計
画
道
路
西
光
寺

高
橋
線
の
計
画
は
福
崎
駅

田
原
線
の
整
備
に
着
手
、

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
完
了
の
目
途
が

つ
い
た
後
に
西
光
寺
高
橋

線
の
整
備
の
検
討
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
 

問
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

大
阪
大
阪
・
関
西
万
博

関
西
万
博
 

大
阪
・
関
西
万
博
 

給
食
費
無
償
化

給
食
費
無
償
化
 

給
食
費
無
償
化
 

西
光
寺
高
橋
線

西
光
寺
高
橋
線
 

西
光
寺
高
橋
線
 

宇 　 壽 幸 

財政状況は「非常事態宣言」を 
発令されるのか 
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福
崎
町
は
盆
地
と
い

う
地
理
的
特
性
か
ら
夏
場

に
は
３５
度
以
上
の
猛
暑
日

が
大
変
多
く
あ
り
、
学
校

生
活
で
も
様
々
な
場
面
で

熱
中
症
の
危
険
性
が
心
配

さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
一

般
質
問
で
体
育
館
に
空
調

設
備
を
求
め
た
際
、「
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。」
旨

の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

設
置
工
事
費
と
そ
の
財
源

は
ど
の
よ
う
な
想
定
を
さ

れ
て
い
る
か
。
 

 

 　
エ
ア
コ
ン
設
置
の
概
算

工
事
費
は
約
５
０
０
０
万

円
と
聞
い
て
お
り
、
そ
の

財
源
は
緊
急
防
災
減
災
事

業
債
な
ど
の
活
用
や
学
校

施
設
環
境
改
善
交
付
金
な

ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

 
 
近
年
夏
場
の
異
常
と

も
思
え
る
暑
さ
の
関
係
か

　
　
ら
小
中
学
校
の
運
動

　
　
会
・
体
育
大
会
の
実

　
　
施
日
の
変
更
が
必
要

　
　
と
考
え
る
。
 

 　
　
　
今
年
は
、
小
学
校

　
　
に
お
い
て
は
５
年
生

　
　
の
自
然
学
校
が
９
月

　
　
に
実
施
さ
れ
る
た
め

　
　
６
月
１
日
に
運
動
会

　
　
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
令
和
７
年
度
も
同
様

　
　
の
理
由
か
ら
５
月
31

　
　
日
で
調
整
し
て
い
ま

　
　
す
。
中
学
校
の
体
育

大
会
に
つ
い
て
は
学
校
行

事
の
関
係
か
ら
５
・
６
月

で
の
実
施
は
難
し
く
２
学

期
の
９
月
中
旬
以
降
の
実

施
を
両
中
学
校
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
 
役
場
庁
舎
は
施
設
の

整
備
後
約
５０
年
が
過
ぎ
ス

ペ
ー
ス
的
に
も
手
狭
に
な

っ
て
い
る
。
町
の
シ
ン
ボ

ル
に
な
る
よ
う
な
今
の
時

代
に
合
っ
た
新
庁
舎
の
建

て
替
え
は
検
討
さ
れ
て
い

る
か
。
 

 　
平
成
26
年
度
に
庁
舎
の

耐
震
化
工
事
を
実
施
し
て

お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
庁

舎
の
建
て
替
え
の
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
 
庁
舎
の
新
築
が
一
番

良
い
が
、
今
日
の
福
崎
町

の
実
情
に
合
っ
た
形
の
運

営
を
考
え
て
お
ら
れ
る
と

推
測
す
る
が
、
誰
で
も
２

階
、
３
階
に
行
け
る
よ
う

庁
舎
に
外
付
け
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
は
で
き
な

い
か
。
 

 　
多
額
の
予
算
を
伴
う
事

業
で
あ
り
今
日
の
役
場
庁

舎
の
状
況
、
ま
た
他
の
公

共
施
設
の
状
況
、
神
崎
郡

ご
み
処
理
施
設
や
中
播
消

防
署
の
新
築
等
を
含
め
ど

れ
を
優
先
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
考

え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
 
文
珠
荘
の
お
風
呂
の

女
性
利
用
者
は
近
年
多
く

な
っ
て
い
る
。
「
サ
ウ
ナ

は
男
性
だ
け
し
か
利
用
で

き
な
い
の
で
女
性
に
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
」
と
の
多
く
の
要
望

が
あ
る
。
実
現
で
き
な
い

か
。
 

 　
文
珠
荘
再
開
の
当
初
か

ら
何
回
か
相
談
・
要
望
を

し
て
い
ま
す
。
再
度
こ
の

機
会
に
協
議
を
行
い
ま
し

た
が
、
指
定
管
理
者
側
か

ら
は
利
用
者
の
状
況
等
か

ら
非
常
に
厳
し
い
と
の
回

答
で
す
。

　
 
文
珠
荘
指
定
管
理
者

に
対
す
る
町
の
印
象
は
。
 

 　
住
民
、
利
用
者
に
愛
さ

れ
る
文
珠
荘
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
指
定

管
理
者
の
頑
張
り
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
丁
寧
な
接

客
サ
ー
ビ
ス
・
美
味
し
い

食
事
の
提
供
も
で
き
て
い

る
事
な
ど
か
ら
、
お
客
様

の
満
足
度
が
高
い
良
好
な

運
営
が
で
き
て
い
る
と
評

価
し
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

運
動
会

運
動
会
・
体
育
大
会

体
育
大
会
の
 

実
施
日
に
つ
い
て

実
施
日
に
つ
い
て
　
 

運
動
会
・
体
育
大
会
の
 

実
施
日
に
つ
い
て
　
 

町
長
 

役
場
庁
舎

役
場
庁
舎
に
 
　
　
　

　
　
　
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を

設
置
を
 

役
場
庁
舎
に
　
　
　
　
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
 

文
珠
荘
で

文
珠
荘
で
女
性
も

女
性
も
 

サ
ウ
ナ
の
利
用
を

利
用
を
 

文
珠
荘
で
女
性
も
 

サ
ウ
ナ
の
利
用
を
 

総
務
課
長
 

牛 尾 雅 一  

体育館に空調設備設置の 
工事費と財源は 
工事費は約5千万円で財源は緊急防災減災事業債 
などです 

熱中症対策の空調設備が求められる体育館（福崎東中学校）
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国
の
下
水
道
関
係
交

付
税
を
一
般
会
計
に
取
込

み
、
使
用
料
を
値
上
げ
す

る
の
で
は
な
い
か
。
 

　
交
付
税
は
一
般
財
源
で

す
。
繰
入
が
交
付
額
を
下

回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 
使
用
料
の
国
基
準
は

１
㎥
あ
た
り
１
５
０
円
、

福
崎
町
の
現
使
用
料
は
超

え
て
い
る
。
 

　
１
５
０
円
は
繰
入
の
た

め
の
最
低
基
準
で
、
１
５

４
円
を
取
り
す
ぎ
だ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

 
 
下
水
道
法
で
は
使
用

料
の
前
提
に
能
率
的
な
経

営
を
求
め
て
い
る
。
公
営

企
業
管
理
者
は
実
態
、
費

用
、
他
市
町
例
か
ら
廃
止

が
当
然
と
考
え
る
。
町
長

は
６
月
議
会
で
法
の
定
め

と
述
べ
た
が
法
令
は
水
道

で
は
職
員
２
０
０
人
か
つ

給
水
戸
数
５
万
戸
と
な
っ

て
お
り
ほ
と
ん
ど
の
市
町
は

管
理
者
を
置
い
て
い
な
い
。
 

　
管
理
者
は
置
い
て
お
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
局
を
見
据
え
た
運
営
に

寄
与
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

 
 
そ
れ
は
町
長
の
役
割

だ
。
今
回
の
値
上
げ
理
由

に
町
財
政
の
厳
し
さ
を
上

げ
て
い
る
。
町
長
が
楽
し

た
分
を
町
民
負
担
に
す
る

の
は
許
さ
れ
な
い
。
 

　
管
理
者
の
か
わ
り
に
職

員
を
置
い
て
も
経
費
は
必

要
で
す
。

 
 
議
会
で
は
上
下
水
道

の
説
明
は
課
長
が
し
て
い

る
。
町
幹
部
の
天
下
り
先

と
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。
 

　
効
率
的
運
営
の
た
め
の

設
置
で
す
。

 
 
八
反
田
水
管
橋
改
修

計
画
予
算
が
４
億
〜
７
億
、

６
億
、
５
億
と
変
化
し
た
。

設
計
委
託
に
不
信
を
持
つ
。
 

　
設
計
後
の
協
議
等
で
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

 
 
給
食
費
無
償
化
へ
の

努
力
を
求
め
る
。
 

　
町
の
財
政
上
今
後
の
検

討
課
題
で
す
。

  
 
万
博
は
ガ
ス
爆
発
、

雷
、
ア
ク
セ
ス
等
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
児

童
生
徒
の
参
加
は
ど
う
進

め
る
か
。
 

　
下
見
し
安
全
性
を
確
認

し
ま
す
。

　
 
体
育
館
（
学
校
、
町

民
）
に
空
調
設
備
が
必
要
。
 

　
財
政
面
も
含
め
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

　
 
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
の

ト
イ
レ
の
改
善
が
求
め
ら

れ
る
。
 

　
更
新
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 
 
獣
害
対
策
で
個
人
へ

の
援
助
策
が
求
め
ら
れ
る
。
 

　
獣
害
対
策
は
令
和
７
年

度
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

  
 
営
農
組
織
が
解
散
と

聞
く
が
町
の
対
応
は
。
 

　
集
落
で
担
い
手
へ
の
集

約
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
き
ま
す
。

 
 
市
川
・
七
種
川
等
の

浚
渫
や
雑
草
木
対
策
は
。
 

　
河
川
美
化
は
予
算
を
増

額
し
ま
し
た
。
浚
渫
は
七

種
川
の
J
R
架
橋
か
ら
桜

公
園
付
近
の
予
定
で
す
。

更
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

 
 
県
道
甘
地
福
崎
線
の

馬
田
新
町
付
近
の
側
溝
蓋

の
騒
音
振
動
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。
 

　
県
が
対
応
中
で
す
。

 
 
高
橋
の
不
法
投
棄
へ

の
対
応
は
進
ん
で
い
る
か
。
 

　
現
場
が
改
善
す
る
よ
う

根
気
強
く
指
導
し
ま
す
。

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

公
営
企
業
管
理
者
 

公
営
企
業
管
理
者
 

上
下
水
道
課
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

小 林 　博  

安
全
安
全
な
町
な
町
づ
く
り
く
り
 

安
全
な
町
づ
く
り
 

農
業
問
題

農
業
問
題
 

農
業
問
題
 

教
育
課
題

教
育
課
題
 

教
育
課
題
 

公営企業管理者の廃止と 
下水道料値上げは中止を 
公営企業管理者は必要です。値上げは避けられな 
い状況です 

し
ゅ
ん
せ
つ
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少
し
前
ま
で
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
で
し
た
が
、
朝
夕
は
冷
え
込
み
、

昼
間
も
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
秋
祭
り
も
終
え
、
稲

の
刈
り
取
り
も
終
盤
、
本
格
的

な
秋
の
季
節
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
編
集
後
記
は
委
員
会
の
中
で

全
委
員
、
順
番
に
担
当
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
　

　
委
員
の
皆
さ
ん
、
事
務
局
の
皆

さ
ん
、
読
ん
で
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

に
感
謝
を
感
じ
な
が
ら
書
か
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
中
学
生
や

高
校
生
か
ら
の
『
広
報
見
た
よ
』

と
い
う
声
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見
、

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
手
に
取

っ
て
い
た
だ
け
る
広
報
を
作
っ
て

い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
ガ
ジ
ロ
ウ
も

　
　
　
寒
さ
感
じ
る
　
秋
の
池

（
植
岡
茂
和
）

次の定例会は 12月6日 開会予定 次の定例会は 12月6日 開会予定 

10月12日に宮城県利府町で開催された全国消防操法大会に庄分団が出場しました。
出場された団員のみなさま、応援に行かれたみまさま、お疲れさまでした。全国消防操法大会 


